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こころの中をみつめよう 博愛を広げるために

点鐘　…山口巖雄会長

斉唱　…君が代・厚木 RC の歌

ゲスト紹介

菊地孝夫氏
（RI第2780地区 第6グループガバナー補佐）

後藤定毅氏（パストガバナー大和中RC）

張　瑞さん（ロータリー米山記念奨学生）

会長報告

◎ＲＩ日本事務局より
・ Ｒ財団寄付　認証状・ピン

◎ロータリー米山記念奨学会より
・ 米山功労クラブ　感謝状　２６回

幹事報告

◎週報
１．厚木中ＲＣ

スマイル報告

パストガバナー　後藤定毅様（大和中 RC）
遅ればせながら高校の先輩の山口会長の表敬訪問に
伺いました。また前年度は吉岡さん、難波さん、西嶌
さんはじめ多くの皆様のご支援のお蔭で責務を果た
すことができました。ありがとうございました。

ガバナー補佐　菊地孝夫様（海老名欅 RC）
2月19日のIMでは厚木ロータリークラブの皆様には大
変お世話になりますがよろしくお願い申し上げます。

山口巖雄会長・会田義明幹事
後藤パストガバナー、菊地ガバナー補佐、本日はよう
こそおいて下さいました。後藤パストガバナーにおか
れましては一年間お疲れ様でございました。菊地ガバ
ナー補佐、本日この後IMの実行委員会にご出席いた
だけるとの事です。どうぞよろしくお願い申し上げま
す。時間の許す限りごゆっくりお過ごし下さいませ。

柳田純昭君
後藤パストガバナー、ようこそいらっしゃいました。
前年度は当クラブの50周年ではお世話になり有難う
ございました。これからも宜しくお願いします。

第2501例会（2月7日）☆司会　前田賢一 副SAA

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊入会記念日
　難波有三（平成4年 2月18日）

今日の例会（2012年 2月14日）

「東日本大震災ボランティア派遣のご報告」
担当：常磐重雄 君

講師：湘北短大大学生6名

次回の例会（2012年 2月19日）

「第6グループIM」
担当：山口巖雄会長



壽永純昭 君
昨夜未の雨で梅の木の下まで行かれずに、本日のお花
はお休みです。後藤パストガバナー、菊地ガバナー補
佐のそろいぶみで例会もピリッとしまります。ごゆっ
くり。6グループ7クラブの非公式訪問をおえました。
7クラブそれぞれ特色ある例会を行っておられ、大変
勉強になりました。これから後藤パストガバナーの授
業をビッシリ受講予定です。これからもよろしく！

吉岡　敏君
後藤パストガバナーようこそおいで下さいました。
ようやくいくらか落着かれたことと思いますが今後
も地区のためご活躍をお祈りいたします。今日はご
ゆっくりお過ごし下さい。

本多正彦君
後藤パストガバナー、菊地ガバナー補佐の御両名、よ
うこそ御来会有難うございます。本日19日のIM、よ
ろしくお願い致します。

三宅壯平君
後藤さん前年度はおつかれさまでした。今日はよう
こそゆっくりくつろいで下さい。

山本淳一君
後藤パストガバナーきょうはようこそお越し下さい
ました。ごゆっくりおすごし下さい。菊地ガバナー補
佐きょうもありがとうございます。

難波有三君
後藤定毅パストガバナーようこそいらっしゃいまし
た。ごゆっくりお過ごし下さい。菊地孝夫ガバナー補

佐IMがいよいよ近づいてきましたね。よろしくお願
い致します。

前田賢一君
後藤パストガバナーごぶさたしてます。益々お元気
そうでうれしいです。ごゆっくりとお過ごし下さい。

西嶌洋一君
厚木市在住の菅井さんがバレエで優勝しましたので
スマイルします。私の近くの人らしいと会長より聞
きましたのでスマイルします。

西迫一郎君
事業所開設のお祝いを頂きまして誠に有難うござい
ます。うちの3代目？の受験も終わりホッとひと安心。
後藤パストガバナーがガバナー補佐時代には私もあ
んなに燃えていたのに今はお寒い限りでございます。

三橋一皓君
誕生日の御祝を頂きまことに有難うございます。三
年有余の入退院に続く加療はまだ続いております
が、一層健康には気をつけます。

今　和弘君
2週連続欠席してしまいました。すいません。

十亀健志君
2週連続で欠席してすみませんでした。27日には妻
の誕生日にお花を頂きありがとうございました。本
日早退致します。

米山尚登君
所用により早退します。

例会「タイ国際大会に向けて」

担当：西迫一郎君

タイ・バンコクで開催される2012年RI国際大会
微笑みの国”タイのバンコクで2012年5月6 ～ 9日に開催される2012

年RI国際大会に、今すぐご登録ください。タイ流のおもてなしを楽し
み、世界中から集まるロータリアンと親睦を深めましょう。また、息を
呑むような素晴らしい景観やタイ料理など、活気あふれる文化をご体
験ください。世界規模の都市バンコクで、「超我の奉仕」への意気込み
を新たにしましょう。

国際大会とは新しい出会いと発見
毎週の例会で、先輩会員とともに食事をしながら親しく話をする。卓話を聞いて新しい情報を得る。「毎週決

まったときに例会に出席するのは大変なことだけれども、だんだんに毎週の例会が待ち遠しくなってくる」。こ
んな話もよく耳にします。

さて、初めて地区大会に出席したときの感想はいかがでしょうか。クラブの中だけでは知ることのできない、幅
広い情報に触れることができ、多くのロータリアンと出会い、新しい世界が広がったと思われた方もあるでしょ
う。また、ガバナーの考えや、地区内のほかのクラブの活動を知って、感動を覚えた方もいるかもしれません。

それでは国際大会は･･････。全く違った歴史や文化をもつ、多くの国から参加したロータリアンが一堂に会
します。ロータリーの地区数531、国と地域200以上、会員数約123万人といわれても、あまりぴんとこないのです
が、そこに集まったロータリアンたちを見て、ロータリーの規模の大きさや、幅の広さ、奥の深さを実感するで



しょう。また、その様子を見て、ロータリアンになって良かったと思われる方も多いでしょう。

国際大会は言葉が通じなくても心は通じる
英語が苦手？そんなことは問題ではありません。本会議ではすべて日本語の同時通訳がつきます。同時通訳を聞くた

めのイヤホンつきのＦＭラジオを持参してください。ラジオは、胸ポケットに入るカード式の小さなもので十分です。
日本語の分科会も用意されています。日本人朝食会も開催されます。お気づきの方も多いと思いますが、地区

大会はあっても、ロータリーには日本大会というものはありません。違う地区の日本人ロータリアンが一堂に会
することができるのは、実は、この国際大会の場だけなのです。

休み時間には「友愛の家（House of Friendship）」を訪ねてみてください。違った国のロータリアンから、声をか
けられることでしょう。英語ができなくても気楽に声をかけてくる外国のロータリアンに、びっくりすることも
あります。心配はいりません。ロータリアン同士ですから、笑顔で握手をすればすぐに親しくなることができま
す。プレゼント交換用のクラブのピンバッジや日本的な小物を用意すれば、そんなときに役に立ちます。

国際大会はロータリーのことがよくわかります
「年次国際大会の主たる目的は、国際レベルにおいて、全ロータリアン、特に、次期クラブ会長、ガバナー・エレ

クト、ＲＩおよびロータリー・クラブの次期役員を、鼓舞、激励し、かつ情報を与えることよって、地区レベルと
クラブ・レベルにおけるロータリーの発展を活発に推進しようとする意欲を起こさせることである」、とその目
的が『手続要覧』に載っています（『手続要覧2007年』Ｐ105）。

国際（ＲＩ）ロータリー会長や会長エレクトの話を直接聞いたり、世界各国のロータリークラブやロータリア
ンの活動報告を聞いたり、ふだんは、『ロータリーの友』や『ザ・ロータリアン』を通してしか知ることのできない、
多くの人に直接出会うことができるのです。百聞は一見にしかず、一度参加すると、ロータリーのことがよくわ
かり、新しい世界が開けることでしょう。

過去開催された国際大会
国際大会は、ＲＩ理事会の決定する時と場所において、ロータリーの会計年度の最後の3か月、すなわち4月、5

月、6月のいずれかに開催すると、規定されています。大会開催地は、ロータリアンが国籍、人種、または宗教を理
由として参加できない、などということが起こらないように、ＲＩ理事会によって慎重に選ばれます。同じ国で
連続して3回、大会を開くこともできません。

2005年は、ロータリー創始100周年を祝って、ロータリー発祥の地である米国シカゴで開催されました。最近では、
2010年にカナダのモントリオールで、2011年には、5月21 ～ 25日にアメリカのニューオーリンズでの開催予定です。

国際大会の魅力的なプログラム
大会プログラムは、大会の目的、ロータリー財団のワークショップ、親睦活動、特別プロジェクトの展示場を設

けたり、ロータリー標章入り製品の販売を達成するために実施される本会議を含めた、標準的な構成活動から
なっています。開会式は、開催国の特徴あふれる音楽や踊りなどで華やかに繰り広げられます。本会議では、会長
のスピーチや多くのロータリアンたちの活動報告が行われます。次々年度のガバナーノミニーが、ガバナーエレ
クトとして選出されるのも国際大会本会議です。テーマ別言語別の分科会などもあります。また、会議とは別に、
楽しい催し物も用意されています。

日本で開催された国際大会は盛況でした
国際大会は1961年、1978年と、東京で2度開催されています（本誌2003年1月号横組みＰ42 ～ 43参照）。日本の

大会は、海外のロータリアンにも好評で、いずれの大会も多くの参加者を迎えました。特に、1978年の国際大会
は、参加者3万9,834人。2004年5月23 ～ 26日に大阪で開催された国際大会は、参加者が4万5,000人を超え、過去
の記録を塗り替えました。
ロータリー財団寄付認証

ポール・ハリス・フェロー 2011 ～ 2012

会田　義明君（1回） 髙橋　宏君（1回）



常磐　重雄君（1回）

米山　尚登君（２回）

会田　明君（４回）

壽永　純昭君（４回）

西嶌　洋一君（４回）

吉岡　敏君（４回）

三橋　一皓君（４回）

山本 淳一君（４回）
黄金井　一太君（６回）
飛鳥井　豊君（７回）

出席報告　＜会員38名、出席対象32名＞

1 月 24 日例会　　確定出席率 81.82％ 2月 7日例会　　出席 30名　欠席 2名　出席率 93.75％
＜欠席＞
　黒栁告芳君・田口周介君


